
　

新
規
就
農
者
が
一
人
前
の
農
家

に
成
長
す
る
た
め
に
、
な
に
が
必
要

か
。
農
業
技
術
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

地
域
に
な
じ
み
、安
心
し
て
営
農
し
、

暮
ら
せ
る
環
境
が
不
可
欠
だ
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
が
、
次
世

代
の
地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
て

る
た
め
、
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

所
し
た
の
は
二
〇
一
五
年
の
こ
と
。

二
一
年
六
月
、
第
七
期
生
五
人
を

迎
え
た
。
外
部
講
師
を
積
極
的
に

招
き
、一
年
間
で
、農
業
技
術
や
経

営
、
政
策
、
流
通
ま
で
幅
広
く
学
べ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
、二
一
年
五
月
に
第
六

期
生
と
し
て
修
了
し
、就
農
し
た
五

人
が
集
ま
っ
た
。経
営
は
全
員
が
イ

チ
ゴ
だ
。
川
島
潤
矢
さ
ん（
34
）は
、

今
で
も
よ
く
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
。

「
悩
ん
だ
ら
こ
こ
に
来
て
、
話
を
聞

い
て
も
ら
い
ま
す
。
ふ
ら
っ
と
来
や

す
い
の
が
い
い
で
す
ね
」

　

背
景
に
は
、就
農
後
も
地
域
に
根

ざ
し
た
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
す
る
同
Ｊ
Ａ
の
体
制
が
あ
る
。

そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
だ
。

今
年
四
月
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
着
任

し
た
営
農
指
導
部
農
業
振
興
課
の

光
延
浩
喜
さ
ん
は
、自
ら
の
役
割
を

〝
な
ん
で
も
屋
〟だ
と
自
負
す
る
。

就農支援センターの第6・7期生
が集合。TAC管理者で農業振興
課の荒巻充課長（後列右）と
TACの光延さん（後列左）と共に

「
相
談
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
て
は

だ
め
で
す
ね
。
な
に
げ
な
い
ひ
と
言

を
聞
き
逃
さ
ず
課
題
を
見
つ
け
、
Ｊ

Ａ
の
担
当
部
署
や
行
政
、ベ
テ
ラ
ン

の
生
産
者
な
ど
に
つ
な
ぎ
ま
す
。な

る
べ
く
近
道
を
案
内
し
た
い
」

　

こ
の
言
葉
に
、夫
婦
で
研
修
を
受

け
、
就
農
し
た
天
ヶ
瀬
章
さ
ん（
39
）

と
聖
子
さ
ん（
37
）が
う
な
ず
く
。

「
最
初
は
、『
な
に
が
わ
か
ら
な
い
の

か
』が
わ
か
ら
な
く
て（
苦
笑
）。
Ｔ

Ａ
Ｃ
が
先
手
を
打
っ
て
橋
渡
し
を

し
て
く
れ
る
の
で
、安
心
で
き
ま
す
」

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
周
囲
と
の
架
け
橋

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
会
議
が
開
か
れ
る
。
新
規
就

農
者
の
声
を
集
め
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
提

案
で
、
授
業
の
一
環
と
し
て「
先
輩

農
家
の
声
を
聴
く
会
」が
実
現
し
た
。

先
輩
は
セ
ン
タ
ー
の
修
了
生
だ
。就

農
し
て
数
年
た
っ
た
彼
ら
が
さ
ら

に
飛
躍
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の

経
営
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
も
狙
い
だ
っ
た
と
い
う
。

　

研
修
中
に
、地
域
の
遊
休
ハ
ウ
ス

所
有
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
住
宅

探
し
、
苗
作
り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
就

農
準
備
を
進
め
る
。
就
農
一
年
め

に
し
て
地
域
の
平
均
以
上
の
農
業

収
入
を
上
げ
る
修
了
生
も
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
長
の
井
上
清
司
さ
ん

は
、「
本
来
な
ら
、
た
っ
た
一
年
の
研

修
で
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ａ
Ｃ

が
い
る
か
ら
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ

に
周
囲
の
力
を
借
り
、
早
い
ペ
ー
ス

で
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
」と
話
す
。

　

五
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
目
標
が
あ

る
。「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
つ
き
、
名
前
で

買
っ
て
も
ら
え
る
農
家
に
な
り
た

い
」と
言
う
内
田
宗
宏
さ
ん（
34
）。

埼
玉
県
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
の

進
路
と
し
て
こ
の
地
で
の
就
農
を

選
ん
だ
川
田
悠
斗
さ
ん（
23
）は
、「
農

業
で
食
べ
な
が
ら
、
趣
味
も
楽
し
み

た
い
」と
言
う
。川
島
さ
ん
は「
地
域

の
農
家
と
農
事
組
合
法
人
を
つ
く

り
、米
・
麦
・
大
豆
を
生
産
し
た
い
」、

天
ヶ
瀬
さ
ん
夫
妻
は
料
理
人
の
経

験
を
生
か
し
、「
加
工
に
挑
戦
し
た

い
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

営
農
指
導
部
の
辻
満
晴
部
長
は
、

こ
う
締
め
く
く
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
新
規
就
農
者
が
望

む
営
農
の
か
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
く
み
取
り
、

定
着
を
図
る
た
め
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動

は
重
要
性
を
増
す
は
ず
で
す
」
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信頼できる伴走者と共に
この地で営農を続ける
全国各地で担い手の高齢化と後継者の不在、労働力不足が大きな課題となっている。
これからのJAには新規就農者を育て、1日も早く経営を安定させるサポート体制が重要だ。
どんなことでも気軽に相談できる関係を築き、担い手の多様なニーズを的確に把握する
TAC（地域農業の担い手に出向く担当者）が、地域農業を発展させるキーマンとして活躍していた。

──福岡県 JAふくおか八女

TACについての詳しい情報は、JA全農HPの
TAC紹介ページまで（https://www.zennoh.or.jp/tac/）

未

来を見つめる

担い手とTAC 

TACの光延さん（右）と第6期生の川田さん。センターの一画では、研修生の管理す
るイチゴ苗が立派に育つ

TAC管理者の荒巻課長（左）は、「TACだけではさまざまな
課題を解決できないからこそ、部門間の連携を促し、JAの総
合力を発揮できる」と話す。右は営農指導部の辻部長

就農支援センターの研修生の資格とし

て、「研修修了後、JAふくおか八女管内

において居住し、管内で農業経営を行う

者」「農業経営開始にあたり200万円程

度準備できる者」との厳しい要件を設け

る。営農を続ける熱意ある人を集めるとと

もに、人数をある程度限定し、TACと連携

して就農後も手厚く支援するためだ。研

修生の選考段階では、面接とは別にセン

ター長が何度も応募者と話し、納得した

状態で研修生になってもらう。

覚悟ある新規就農者を

長く手厚くサポート

TACの訪問先は、新規就農者のほか、農業生産法人、集落営農組織、認定農業者など。さらに2016～18年度は、担当者を1人増員し、部会未加入者への訪問に注力。意見・要望のていねいな聞き取りと情報提供で信頼関係を築き、JAの事業利用が促進された。毎月、関連部署との会議で、担い手から吸い上げた課題の解決策について協議。規模拡大を図る組合員に支援金を交付する「チャレンジ250支援事業」など、TACの提案により支援策を打ち出した。

多様な担い手にアプローチし、
JAへの結集を高める

福岡県南部に位置し、八女市、筑後市、広
川町が管内。中山間地から広大な筑後平野
を有し、米、麦、ミカン・ブドウなどの果樹、JA販
売高のトップに位置するイチゴ・ナス・トマトな
どの野菜、電照菊・ガーベラなどの花卉、

茶の生産が盛ん。TACは現在、管
理者1人（兼任）、担当者2人

（専任）の体制。

JAふくおか
八女

［じっくり話し合おう］ JA青年組織とTACが連携し、新規就農者をサポートするためにできる活動を発表し合おう

イラストはJA全農TAC推進課
と地上編集部によるコラボ
キャラクター「TACマン」

TACだから
聴ける
声がある


